
第４７回高崎ユネスコ青少年キャンプ 

第４７回高崎ユネスコ青少年キャンプが令和元年８月７日(水)～９日(金)にわらび平森林

公園キャンプ場で実施されました。昨年と一昨年の二年間、台風により中止となったキャン

プでしたので、とても心配していた天気でしたが実施できました。 

今年度は＝自然体験に 仲良く挑戦 ＆ 培おう “ユネスコ力”＝を目標に『よく考え、

自分から進んで行動する』をキャッチフレーズに取り組みました。７月１４日(日)の「参加

者と保護者の集い」おいて、参加児童・生徒３３名が６班に分かれ、担当ユネスコ会員・高

経大 JL と共に自己紹介をして早速班活動に取り組みました。班長を決めて、班長を中心に・

班名 ・各班の国名(国旗作成者、国の説明者) ・スローガン(由来発表者) ・キャンプファ

イヤー出し物(責任者) ・各行事や集いのスピーチ担当者等を決めていきました。この７月

１４日(日)の「参加者と保護者の集い」から活動が始まったのです。 

８月７日(水) 高崎青年センター駐車場で結団式をして８：５０に

バスで出発。10:00 倉渕公民館着、10:10 からチャレンジタイムⅠ倉

渕地域遺産巡り。案内人の元会長須田先生から「道祖神とは何か」

「倉渕地域は道祖神の宝庫」等の」説明を受けて、30 分の短い時間

でしたが中石津の道祖神を見学しました。実際に見るのは初めての

子供がほとんどでしたが、解説を聴いたり触ったりと倉

渕の歴史風土を感じていま

した。昼食を食べてから、

今年度初めて企画した「東

善寺」へ。小栗公遺品館を

見て小栗上野介忠順の墓

に参拝。本堂で小栗公に関

する資料を見学してから村

上住職の話(アメリカに行ったことや横須賀造船所の設立など

小栗公の功績につ

いて )映像を見な

がら聞きました。

まだ、幕末・明治の

歴史を学んでいな

い子供には少し難

しかったようです

が興味を持ちポー

ハタン号の模型を

真剣に見ている子

供もいました。 

わらび平キャン

プ場に着き、入村

式の後全員の集合

写真を撮りました。 



 

その後はチャレンジタイムⅡ高倉山登山でしたが、何と「ゴロゴロ」「ゴロゴロゴロゴロ」

高倉山頂上は真っ黒な雲に・・・。落雷の恐れ有りで、高倉山登山は急遽中止。今年も天気

に悩まされるのか。登山に行けなくなったので、フレンドリータイム・友達作りの時間にし

ました。 

16:00 火おこし炊飯１(火おこし・カレー作り) 

炊事に仕方や火おこしの指導を受けて、早速「よく考え、

自分から進んで行動する」を実践。初めての火おこし・飯

盒での炊飯・包丁での野菜切り・・・「失敗は成功の元」自

分から進んで調理に取り組みました。 

「燃やせ燃やせ」「うあー、あつい―！！」「煙が目に！」

「泡が出なくなったぞ、もうご飯は炊けたかな」・・・。 

真剣に取り組みました。 

自分たちで作ったご飯とカレー。最高においし

い!! これがキャンプの醍醐味です。何回もおか

わり。 

「イエーイ！！」 

 

食べ終わった

あとの片付け

もみんなで協

力して素早く

きれいに片付

けることができました。片付けの時、外でふざけたり遊ん

だりしている子供がいませんでした。素晴らしい！！  

きれいな虹が出ました。明日は晴れるかな。 

 

夕べの集いで各班の自己紹介をしました。 

[班名(国名)・国旗提示・その国の説明・班のスロ

ーガン]を発表しました。布で織った素晴らしい

国旗や詳しく調べた国「チェコ」の様子をスケッ

チブックに書いての発表もありました。この発表

に多くの時

間をとった

ことで、とて

も充実した

ものとなりました。 

バンガローでの宿泊体

験「おやすみなさい」 

 

 



８月８日(木) 6:00 起床、6:30 朝のつどい 

ユネスコスタッフ 

石井さんの話です 

 

 

元気よくラジオ体

操、イチニサンシ

ゴロク 

 

 

7:00 飯盒炊飯Ⅱ 朝食・片付け(味噌汁・野菜サラダ) 

9:30 チャレンジタイムⅢ烏川源流探索 

待ちに待った楽しい烏川の源流探索です。キャン

プ場から歩いて 20 分程、源流部のきれいで冷た

い水の流れ、サンショウウオが住み、大きな滝も

あります。男子は着替えもせず、すぐに河原へ。

「いたいた、サンショウウオ

がいたよ」すぐにサンショウ

ウオを見つけた子が何人もい

ました。すごい！こんなに早

く見つかるなんて。二年間来

なかったのでサンショウウオ

は警戒していなかったのかもしれません。次に子

供たちは滝壺に飛び込んで行きました。最初は

「ひゃー冷たいよ」など言っていましたが、慣れ

てくると滝に打たれる者、滝壺で泳ぐ者など大は

しゃぎ。 

 

＊この源流域にシカの骨を見つけました。ｳﾜ━(｡・ω・)

ｧｧ━・ﾟ・ビックリ。大自然の真っ只中にいることを実

感しました。 

 

 

今年度初めての試みとして、安全のため河原に降りる崖に

ロープを張りました。このロープにより安全にラクラクに

登り降りができました。 

 

 

 

 

 



 

12:00 火おこし炊飯３(そうめん) 

14:00 ミュージックベル森のコンサート 

わらび平のキャンプ場で聴くミュージックベル森の

コンサートは素晴らしい。ミュージックベルの澄んだ

音が森の中に広がり、私たちの心が清々しく晴れ渡っ

ていくような感じでした。近くでキャンプをしていた

家族も思わず参加して楽しんでいました。子供たちも

ノリノリで踊ったりしてとても盛り上がりました。楽

しかったね。 

16:00 火おこし炊飯４(バーベキュー) 

今日の夕食は、キャンプスペシャルバーベキュー

です。炭をおこして網で焼肉、子供たちは肉が大

好き。高経大の JL がとてもよく指導をしてくれ、

肉の取り合いにならず野菜も食べて楽しいバーベ

キューが続きました。最後は鉄板で焼きそば、こ

の焼きそばもとっても美味しかった。ごちそうさ

までした。 

バーベキューの後は、待ちに待ったキャンプファ

イヤーといきたいところだったのですが、夕方か

ら降ってきた雨が・・・だんだん強くなってきてと

てもキャンプファイヤーが出来る状態ではなくなりました。昨日の高倉山登山に続いてキャ

ンプファイヤーも中止。これも異常気象・地球温暖化のせいなのか。残念！！  

そこで、キャンプファイヤーの最後に予定していた各班の出し物発表会の時間にしました。

十分に時間が取れたので、各班の創意工夫した「クイズ」や「ゲーム」などで大いに盛り上

がりました。最後に花火をして、楽しかった１日「おやすみなさい」。                                                                              

 

 

 

 



８月９日(金) 6:00 起床・洗面・荷物整理  

今日はキャンプ最後の日です。 

9:00 までに荷物整理・荷物出し、清掃です。 

9:10 からフレンドリータイムⅡ です。 

〇記念色紙に友達の一言、思い出になるなあ。 

〇英語ゲーム「COUNTRY and NAMEGAME」Hi! Where 

are you from?  Hi! I’m from Finland  What’s your name?  

My name is Tamura  Bye! ６カ国全部の友達と会話です。 

〇ラジオ体操 群馬県ラジオ体操連盟会長 大橋さんの指

導のもと厳しく正しいラジオ体操を学びました。 

11:30 火おこし炊飯６(ホットドック、トマト、牛乳) 清掃・

整頓・荷物整理をして大きな荷物はトラックに積み込みで

す。バンガローの中は綺麗に清掃されていました。また、忘

れ物も少なかったです。 

13:00 退村式 ＝自然体験に 仲良く挑戦 ＆ 培おう 

“ユネスコ力”＝を目標に『よく考え、自分から進んで行動

する』をキャッチフレーズに取り組み、しっかりと実践でき

たことを話しました。 

15:10 青年センター到着  15:20 解団式 

バスから降りて一番に感じたことはなんとこの暑

さ、苦しくなるぐらいの暑さでした。涼しいわらび平

は最高だったなあと改めて思いました。 

 

解団式では全員に「高崎ユネスコ青少年キャンプ体

験証」が渡されました。 

 

  

 

 

 

 

 

あなたは倉渕わらび平キャンプ場で 

「石仏地域遺産巡り・高倉山登山・烏川源流 

探索・火おこし炊飯・英語ゲーム・・・」 

など、多くのことを体験しました。 

 そして、「よく考え、自分から進んで行動す 

る」ことを学びました。  

 これらの体験は、あなたの未来にきっと役 

立つことでしょう。 

 

         2019(令和元)年８月９日 

            高崎ユネスコ協会 

会長 串田 昭光 

 

 


